
外交
Diplomacy

	

座
談
会
⚫
池
内
恵（
東
京
大
学
）×
鈴
木
一
人（
東
京
大
学
）×
細
谷
雄
一（
慶
應
義
塾
大
学
）

	

「　
日
戦
争
」が
示
し
た
新
中
東
秩
序

16	
イ
ラ
ン「
潜
在
的
核
保
有
戦
略
」の
挑
戦
と
核
不
拡
散
体
制 

秋
山
信
将（
一
橋
大
学
）

22	
対
イ
ラ
ン
空
爆
に
ト
ラ
ン
プ
外
交
の
変
化
を
見
る 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
カ
プ
チ
ャ
ン（
外
交
問
題
評
議
会
）×
飯
塚
恵
子（
読
売
新
聞
）

30	
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
経
験
し
た
民
族
が
、
な
ぜ 

大
治
朋
子（
毎
日
新
聞
）

6

12

	

イ
ン
ド
太
平
洋
秩
序 

流
動
化
の
構
図

36	
ト
ラ
ン
プ
２・
０
と
イ
ン
ド
太
平
洋
秩
序
の
行
方 

佐
竹
知
彦（
青
山
学
院
大
学
）

44	

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靱
化
」と
は
何
の
こ
と
か 

猪
俣
哲
史（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

	

座
談
会
●
佐
橋
亮（
東
京
大
学
）×
鈴
木
絢
女（
立
教
大
学
）×
平
松
賢
司（
元
駐
イ
ン
ド
大
使
）×
門
間
理
良（
拓
殖
大
学
）

	

イ
ン
ド
太
平
洋 
自
律
的
秩
序
へ
の
見
取
図

62	

韓
国
李
在
明
政
権「
実
用
外
交
」に
潜
む
自
律
性
の
模
索 

西
野
純
也（
慶
應
義
塾
大
学
）

68	

北
朝
鮮「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
」と
し
て
の
ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争 

礒
﨑
敦
仁（
慶
應
義
塾
大
学
）

74	

中
国 

地
域
の
掌
握
を
妨
げ
る
大
国
意
識 
高
原
明
生（
東
京
女
子
大
学
）

80	

ベ
ト
ナ
ム 

ト
ラ
ン
プ
関
税
と
対
中
関
係
の
間
で 

藤
田
麻
衣（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

50

特
別

企
画

イ
ス
ラ
エ
ル
・
イ
ラ
ン

直
接
交
戦
の
衝
撃

連
載

　

　

93	

外
務
省
だ
よ
り

144	

書
評
　
ア
ン
ゲ
ラ・メ
ル
ケ
ル
著『
自
由
』（
上
下
）

	

評
者
・
森
井
裕
一（
東
京
大
学
）

148	

新
刊
案
内

150	

英
文
目
次

153	

I
N
&
O
U
T

86	

サ
ミ
ッ
ト
で
再
発
見 

Ｇ
７
の
真
価 

赤
堀
毅（
外
務
審
議
官
）

94	

自
立
と
い
う
課
題
に
強
い
意
欲
見
せ
る
欧
州 

佐
藤
俊
輔（
金
沢
大
学
）

100	

溶
解
す
る
世
界
秩
序
と
新
興
国 

恒
川
惠
市（
東
京
大
学
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
）

FOCUS
問われる
「西側」の結束

Vol. 92 2025
Jul./Aug.

今月の表紙
クアッドの連携の一環として
シドニー港に入港した海上保
安庁の練習船「いつくしま」
� （時事）

特
集

TREND 2025

	

新
連
載
⚫
地
経
学
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ 

第
１
回

	

日
米
交
渉
合
意
に
見
る
ト
ラ
ン
プ「
バ
ザ
ー
ル
関
税
」の
危
う
さ

	

伊
藤
さ
ゆ
り（
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
）×
鈴
木
一
人（
東
京
大
学
）

114	

日
本
の
製
造
業
は
ア
フ
リ
カ
を
見
よ 

梅
本
優
香
里（
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）

120	

エ
ン
タ
メ
が
ア
フ
リ
カ
の「
新
し
い
流
れ
」を
つ
く
る 

成
田
葵（
日
系
総
合
エ
ン
タ
メ
企
業
）

126	

ト
ラ
ン
プ
政
権
vs.
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
深
層 

横
大
道
聡（
慶
應
義
塾
大
学
）

132	

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
日
本
政
府
代
表
部
を
立
ち
上
げ
る 

伊
澤
修（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
代
表
部
大
使
）

138	

新
た
な
対
立
軸
に
移
行
し
た
ド
イ
ツ 

三
好
範
英（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

106


